
( 1 ) 文献センター通信 第３号

 
文
献
セ
ン
タ
ー
通
信

第３号
2007 年 7 月 18 日

一部 100 円

 

主

な

内

容

東
京
の
熱
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＆
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会
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／
寄
贈
書　
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８

<

東
京
熱
い
夏>

キ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
タ
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』

―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
映
画
の
視
点
か
ら
現
代
の
深
層
を
撃
つ
―
―

（
『
希
望
と
欺
瞞
の
間
に
』
日
本
語
字
幕
化
記
念
） 

　

ス
ペ
イ
ン
革
命
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
『
希
望
と
欺
瞞
の
間
に
』

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
と
日
本
語
字
幕
化
完

成
を
記
念
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
「
キ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス

タ<

ア
ナ
ー
キ
ー>

」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月
二
二

日
（
日
曜
日
）
に
は

音
楽
と
し
て
の
「
革

新
主
義
運
動
」
を
代

表
す
る
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

Ｄ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
ほ
か
を
招
い
て

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
二
二
日
を
除
く
開
催
日
に

は
『
ス
ペ
イ
ン
の
短
い
夏
』
『
希
望

と
欺
瞞
の
間
に
』
を
交
代
で
上
映

し
、
上
映
終
了
後
に
ゲ
ス
ト
・
ト
ー

ク
な
ら
び
に
参
考
上
映
を
行
い
ま
す
。

開
催
日
：
七
月
二
一
日
（
土
）
、

二
二
日
（
日
）
、
二
八
日
（
土
）
、

二
九
日
（
日
）
、
八
月
四
日
（
土
）
、

五
日
（
日
）

会　

場

：

p
o
e
t
r
y
 
i
n
 
t
h
e
 

k
i
t
c
h
e
n

（
ポ
エ
ト
リ
ー
・
イ
ン
・
ザ
・

キ
ッ
チ
ン
）　

東
京
都
文
京
区
水
道

一
―
二
―
六 

タ
ト
ル
ビ
ル
二
階

　

Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
「
飯
田
橋
駅
」
よ

り
大
曲
交
差
点
方
面
徒
歩
一
〇
分

基
本
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
：

　

午
後
二
時
～
ス
ペ
イ
ン
革
命
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画　

『
ス
ペ
イ

ン
の
短
い
夏
』
ま
た
は
『
希
望
と

欺
瞞
の
間
に
』

　

午
後
四
時
～
ゲ

ス
ト
ト
ー
ク

　

午
後
四
時
三
〇

分
～
Ｄ
Ｖ
Ｄ
参
考

上
映 

入

場

料

：

一
〇
〇
〇
円
（
資
料
込
）

主　

催
：
キ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
（
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ

ン
タ
ー
・
ｉ
ｒ
ｒ
ｅ
ｇ
ｕ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
・

『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』
誌
編
集
委
員
会
） 

【スケジュール】
7/21 prologue  13:00-18:30
『希望と欺瞞の間に』、 オリジナル 『ティエンポ・
デ ・ バルセロナ』。 参考上映 『Durruti』 『出草
之歌』、 トーク ・ 井上修
7/22 live! 14:00-19:00
ライブ 「若林圭子」 「田中哲朗」 「ロビックス」
参考 『ジョリモーム』 ほかインタビューなど
7/28 日本映画とアナキズム 13:00-18:30
『希望と欺瞞の間に』 , トーク + 映像　松田昌男
×平沢剛
参考 『ルイズ、その絆は』 『大杉栄と伊藤野枝』
7/29 《性 / 別》 13:00-19:00　
『希望と欺瞞の間に』、 『オカマに生れて ： 拝啓 

お医者様』 『若いトランスたち』 『トランス家族』
他とトーキング。  参考 『Voices from the front』
8/2 ゲバラ 12:30-18:30
『スペインの短い夏』。 参考 『モーターサイクル・
ダイアリーズ』 『チェ　人々の為に』、 トーク ・ 太
田昌国
8/3 闘争の現場から （エピローグ） 12:30-18:30
『希望と欺瞞の間に』 『関西公園～ Public Blue
～』 『NO-VOX とは』 with Talk、
『ドイツ ・ 反 G8 アクション参加報告映像』 with 
Talk

※詳しくは HP →

www.ci
ra-jap

ana.ne
t
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そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
間

も
な
い
６
月
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン

ダ
ム
で
行
な
わ
れ
た
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
に

対
す
る
反
対
行
動
に
参
加
す
る
機
会
を

得
た
。

　

６
月
２
日
の
巨
大
な
デ
モ
行
進
か
ら

　

今
年
の
３
月
、
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献

セ
ン
タ
ー
」
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
ビ
ラ

を
携
え
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に

行
っ
て
来
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、

オ
リ
ン
ピ
ア
、
タ
コ
マ
、
シ

ア
ト
ル
と
い
っ
た
西
海
岸
の

主
要
都
市
に
あ
る
ほ
と
ん
ど

の
ア
ナ
キ
ス
ト
書
店
・
イ

ン
フ
ォ
シ
ョ
ッ
プ
に
、
ア
ナ

キ
ス
ト
関
連
の
書
籍
を
セ

ン
タ
ー
ま
で
送
っ
て
欲
し

い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ

た
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン

タ
ー
」
の
ビ
ラ
を
置
く
こ
と

が
出
来
た
。

　

シ
ア
ト
ル
の
ア
ナ
キ
ス
ト

書
店
「
レ
フ
ト
・
バ
ン
ク
・

ブ
ッ
ク
ス
」
は
そ
の
場
で
カ

レ
ン
ダ
ー
を
５
冊
購
入
し
て

く
れ
、
今
回
の
旅
の
一
番
の

目
的
で
あ
っ
た
、
数
千
人
規

模
の
参
加
者
の
あ
る
毎
年
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
「
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ア
ナ
キ
ス
ト
・

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
ー
」
で
も
、
た
く
さ
ん

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売
し
、
ビ
ラ
も
大

量
に
配
り
、
現
地
の
ア
ナ
キ
ス
ト
た
ち 「第12回サンフランシスコ・アナキスト・ブッ

クフェアー」とドイツ反Ｇ８行動
成田圭祐 ( イレギュラー・リズム・アサイラム ) と

交
流
し
た
。

　

ギ
ー
・
ド
ゥ
ボ
ー
ル
の
著
作
な
ど
シ

チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
系
の
本

の
仏
語
か
ら
英
語
へ
の
翻
訳

で
知
ら
れ
、
来
日
の
経
験
も

あ
る
ケ
ン
・
ナ
ッ
ブ
は
非
常

に
親
切
に
し
て
く
れ
、
当
日

彼
が
販
売
し
て
い
た
本
の
す

べ
て
を
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献

セ
ン
タ
ー
」
に
寄
付
し
て
く

れ
た
。
ま
た
、
新
進
気
鋭
の

ア
ナ
キ
ス
ト
著
述
家
ダ
ニ
エ

ル
・
バ
ー
ト
ン
＝
ロ
ー
ズ
も
、

彼
が
編
集
し
た
本
を
「
ア
ナ

キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
」
に

寄
付
し
て
く
れ
た
。

　

ア
ナ
キ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
ー
に
は
、
２
～
３
人

程
度
の
小
さ
な
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
か
ら
Ｉ
Ｗ
Ｗ
の
よ
う
な
大

組
織
ま
で
、
50
～
60
の
テ
ー

ブ
ル
が
並
ん
で
い
た
。
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
／
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
の
多
種
多
様
さ
は
西
海
岸

の
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
の
豊
か

さ
と
層
の
厚
さ
を
感
じ
る
も
の
で
あ
っ

た
し
、
１
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
Ｉ
Ｗ

Ｗ
は
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
・
チ
ェ
ー

ン
「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
」
で
の
組
合
活

動
な
ど
、
若
い
力
と
感
性
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
な
が
ら
、
現
在
的
な
問
題
の

取
り
組
み
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
な
ど

も
あ
っ
て
、
実
に
生
き
生
き
と
し
て
い

た
。

　

小
さ
な
ア
ナ
キ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
音
楽
や
ア
ー
ト
な
ど

を
用
い
な
が
ら
独
自
の
活
動
を
展
開

し
、
Ｉ
Ｗ
Ｗ
な
ど
の
大
き
な
ア
ナ
キ
ズ

ム
系
組
織
は
、
直
接
的
で
は
な
い
に
し

て
も
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
支
持
と
影
響
を
受
け
な
が
ら
よ

り
活
発
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
印
象

を
持
っ
た
。

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
ー
の
会
場
風
景
（
上
）

と
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
テ
ー
ブ
ル



( 3 ) 文献センター通信 第３号

始
ま
り
、
サ
ミ
ッ
ト
会
場
周
辺
で
の
道

路
封
鎖
、
現
地
で
落
ち
合
っ
た
日
本
人

活
動
家
た
ち
と
の
日
本
政
府
関
係
者
が

宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
内
で
の
抗
議
行
動
、

音
楽
で
の
抵
抗
表
現
（
ラ
イ
ブ
）
、
突

発
的
に
発
生
す
る
デ
モ
や
座
り
込
み
、

な
ど
な
ど
、
お
よ
そ
一
週
間
の
間
、
毎

日
何
か
し
ら
の
行
動
に
関
わ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
抵
抗
表
現
の
多
様
さ
を

認
め
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
シ
ア
ト
ル

で
の
反
Ｗ
Ｔ
Ｏ
行
動
以
来
、
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
な
か
で
の
基

調
だ
が
、
今
回
も
ま
さ
に
多
種
多
様
、

自
発
的
に
行
動
す
る
人
々
の
創
造
的
な

抵
抗
が
サ
ミ
ッ
ト
会
場
周
辺
の
あ
ち
こ

ち
で
展
開
さ
れ
た
。
警
察
や
銀
行
・
大

企
業
の
ビ
ル
に
投
石
す
る
者
も
い
れ

ば
、
音
楽
を
演

奏
し
て
抗
議

者
を
勇
気
づ

け
る
者
も
い

た
し
、
ピ
エ

ロ

の

格

好

で

戯
け

な

が
ら
警
察

の
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ

ン
を
崩
す

者

も

い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
方
法
で
、

Ｇ
８
反
対
の
意
思
表
示
を
し
、
Ｇ
８
に

押
し
付
け
ら
れ
る
世
界
と
は
違
う
世
界

が
あ
り
得
る
（
ま
た
は
す
で
に
あ
る
）

こ
と
を
表
現
し
て
い
た
。
サ
ミ
ッ
ト
を

阻
止
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、

掲
げ
ら
れ
て
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
も
う

一
つ
の
世
界
は
可
能
だ
！
」
と
い
う
言

葉
に
、
手
ご
た
え
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と

は
非
常
に
大
き
な
経
験
だ
っ
た
。

　

反
Ｇ
８
行
動
の
前
後
に
は
、
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
や
ハ
ン
ブ
ル
グ

な
ど
の
都
市
に
滞
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち

と
交
流
し
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
イ
ン

フ
ォ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
も
案
内
し

て
も
ら
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
所

で
は
、
皆
で
食
事
し
た
り
、
街
頭

行
動
の
準
備
を
し
た
り
、
自
転

車
を
修
理
し
た
り
、
上
映
会
し

た
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
し
た
り
と
、

毎
日
何
か
し
ら
で
人
が
集
っ
て

お
り
、
大
企
業
や
国
家
の
思
惑
に
振
り

回
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
自
分
た
ち
自

身
の
価
値
観
に
基
づ
い
た
生
活
を
、
言

葉
よ
り
も
先
に
実
際
的
に
、
地
道
だ
け

れ
ど
も
楽
し
そ
う
に
、
模
索
し
創
造
す

る
光
景
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
常

的
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の
実
践
が
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
っ
て
、
今
回
の
反

Ｇ
８
の
よ
う
な
多
彩
で
大
規
模
な
抵
抗

が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分

か
っ
た
。

　

来
年
２
０
０
８
年
は
北
海
道
の
洞
爺

湖
で
７
月
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
が

形
式
的
な
も
の
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

か
、
「
も
う
一
つ
の
世
界
は
可
能
だ
！
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
出
来
る
も
の
に
な

る
か
は
、
今
か
ら
一
年
の
間
に
様
々
な

立
場
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抵
抗
手
段

の
多
様
性
を
認
め
な
が
ら
、
Ｇ
８
が
強

要
す
る
世
界
と
は
違
う
自
由
な
世
界
の

可
能
性
を
、
ど
れ
だ
け
実
際
的
か
つ
日

常
的
に
具
体
化
・
視
覚
化
し
て
い
け
る

か
ど
う
か
だ
ろ
う
。
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文
献
セ
ン
タ
ー

自
己
紹
介　

２

第
三
回
富
士
宮
集
会

　

今
年
は
富
士
宮
集
会
を
九
月
に

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
顔
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。
九
月
一
五
日
（
土
）
～

一
七
日
（
月
・
祝
日
）
を
予
定
。

 
 

は
じ
め
に

　

三
十
年
以
上
も
昔
に
投
函
し
た
自

分
の
手
紙
に
再
会
す
る
こ
と
は
稀
な

出
来
事
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
恋
文
な
ど

で
あ
っ
た
ら
、
一
篇
の
小
説
に
で
も
な

り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合

は
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
色
艶
と
は

無
縁
で
、
二
五
歳
の
若
者
が
六
五
歳
の

御
老
体
に
あ
て
た
事
務
的
な
内
容
で
あ

る
。
こ
の
再
会
を
用
意
し
て
く
れ
た
の

は
杉
藤
二
郎
で
、
そ
の
手
紙
は
同
氏
が

か
つ
て
文
献
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
て
く

れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
入
り
の
ビ
ラ
や
チ
ラ

シ
、
冊
子
な
ど
の
間
に
ま
ぎ
れ
込
ん
で

い
た
。

　

先
日
、
ふ
と
そ
の
手
紙
の
こ
と
を
思

い
出
し
、
あ
ち
こ
ち
引
っ
く
り
返
し
て

探
し
あ
て
て
目
を
通
す
と
、
奇
し
く
も

セ
ン
タ
ー
設
立
を
呼
び
か
け
た
最
初
の

呼
び
か
け
文
に
同
封
し
た
手
紙
で
あ
っ

た
。
折
し
も
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
を
ま
と

め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
記
憶
を

確
か
め
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
思
い
出

す
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
手
も
と
に
と
ど

め
た
。
手
紙
に
は
一
九
七
〇
年
十
月

二
四
日
に
受
け
取
っ
た
旨
の
メ
モ
書
き

が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
資
料
を
み

る
と
、
セ
ン
タ
ー
の
最
初
の
文
書
は
同

十
月
二
六
日
付
の
「
日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
い
て
」
で
、

龍
武
一
郎
、
尾
関
弘
、
奥
沢
の
連
名
と

な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
杉
藤
さ
ん
に
は
、

全
く
同
文
で
あ
る
が
、
そ
の
前
段
階
の

コ
ピ
ー
を
送
付
し
た
こ
と
に
な
る
。
比

較
的
身
近
か
に
感
じ
て
い
た
杉
藤
さ
ん

に
い
ち
早
く
手
紙
と
と
も
に
送
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

呼
び
か
け
の
挨
拶
文
を
引
用
し
て
お

こ
う
。日

本
に
お
け
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
運

動
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
反
権

力
、
絶
対
自
由
、
無
政
府
の
思
想

の
研
究
と
新
し
い
理
論
の
構
築
が

緊
急
の
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
を
志
す
も
の
に

対
し
て
、
広
汎
な
文
献
、
資
料
を

集
中
し
、
そ
れ
を
広
く
役
立
て
る

必
要
か
ら
日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

文
献
、
資
料
の
収
集
及
び
セ
ン

タ
ー
の
利
用
に
関
し
て
、
み
な
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
・
協
力
を
期

待
し
ま
す
。

（
外
国
名
は
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
―
Ｎ
ｉ
ｐ

ｐ
ｏ
ｎ
と
し
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
と

は
、
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
あ
る

国
際
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

で
、
世
界
中
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献

を
集
め
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
と

提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
文
献
・
資
料
を
利
用
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
）

　

「
設
立
し
ま
し
た
」
「
参
加
・
協
力
を

期
待
し
ま
す
」
と
い
っ
た
表
現
に
、
気

負
い
ば
か
り
で
は
な
い
い
さ
さ
か
の
考

え
方
が
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
返

さ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
後
に
触
れ
る
こ

と
も
あ
ろ
う
。
時
代
は
六
八
～
六
九
年

の
全
共
闘
運
動
、
東
大
闘
争
が
あ
り
、

そ
の
年
七
〇
年
は
三
里
塚
の
闘
争
が
開

始
さ
れ
、
ま
た
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発

生
な
ど
公
害
が
多
発
し
て
い
た
。
ヘ
ド

ロ
流
入
に
よ
っ
て
マ
ヒ
状
態
と
な
っ
た

田
子
ノ
浦
は
そ
れ
以
降
の
長
き
に
わ

た
っ
て
、
富
士
宮
に
通
う
た
び
に
嗅
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
強
烈
な
ヘ
ド
ロ
臭
を
発

散
さ
せ
て
い
た
。
先
の
手
紙
は
、
十

月
二
五
日
、
「
セ
ン
タ
ー
の
件
で
龍
さ

ん
の
所
に
行
く
予
定
で
す
。
も
し
出
来

た
ら
帰
り
に
杉
藤
さ
ん
の
所
へ
お
寄
り

し
よ
う
か
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
が

…
…
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
は

実
現
し
な
い
で
翌
十
一
月
に
杉
藤
宅
に

寄
っ
た
。
何
故
そ
の
よ
う
に
断
定
で
き

る
か
と
い
う
と
、
そ
の
十
一
月
二
五
日

に
三
島
由
紀
夫
が
楯
の
会
メ
ン
バ
ー
四

名
と
市
ヶ
谷
の
自
衛
隊
本
部
に
乗
り
込

み
自
死
し
た
、
そ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

を
私
は
杉
藤
宅
で
見
た
か
ら
で
あ
る
。

「
奥
沢
君
、
大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
る
よ
…
…
」
と
、
部
屋
に
入
る
な
り

テ
レ
ビ
に
見
入
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
十
月
に
は
文
献

セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
次

回
か
ら
は
一
九
七
三
年
の
「
設
立
と
活

動
の
経
過
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
様
子
を

見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

（
※
次
号
に
続
く
）
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富
士
宮
だ
よ
り

　

五
月
の
連
休
を
利
用
し
た
セ
ン
タ
ー

で
の
作
業
は
最
終
日
、
皆
で
、
多
く
の

人
で
賑
わ
う
浅
間
神
社
の
お
祭
り
見
物

で
終
了
し
た
。
そ
の
浅
間
神
社
で
六
月

二
日
（
土
）
～
三
日
（
日
）
「
Ｂ
級
グ

ル
メ
の
祭
典
！　

Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

　

ｉ
ｎ　

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
」

が
全
国
か
ら
二
一
団
体
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
、
両
日
で
主
催
者
も
驚
く

二
五
万
人
の
人
々
が
富
士
宮
の
街
を
埋

め
つ
く
し
た
。

　

そ
の
中
、
龍
さ
ん
夫
妻
は
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
参
加
す
る
も
、
暑
さ
の

た
め
初
日
で
ダ
ウ
ン
。
私
は
三
日
に
そ

ん
な
に
人
が
集
ま
る
と
も
知
ら
ず
、
九

時
す
ぎ
に
ア
パ
ー
ト
を
出
発
。
会
場
に

着
く
と
す
で
に
五
〇
〇
人
以
上
が
並
ん

で
い
た
。
行
列
に
並
ぶ
の
が
嫌
い
な
私

だ
が
、
と
り
あ
え
ず
来
て
し
ま
っ
た
か

ら
に
は
、
何
で
も
い
い
か
ら
食
べ
た
い

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
会
場
に
入

る
ま
で
一
時
間
、
最
初
の
食
べ
物
に
あ

り
つ
い
た
の
が
そ
の
三
〇
分
後
、
何
と

か
三
品
目
を
手
に
入
れ
早
々
と
家
に
帰

【
作
業
メ
モ
】　

二
〇
〇
七
年
五
月
二
日(

夜)

～
五
日

　

蔵
書
目
録
の
入
力
デ
ー
タ
と
現
物

と
の
照
合
と
ナ
ン
バ
ー
付
け
の
作
業
。

三
日
・
四
日
で
一
六
〇
〇
件
余
り
を
片

付
け
、
当
初
予
定
を
ク
リ
ア
。
初
め
は

作
業
手
順
に
慣
れ
な
い
た
め
に
目
標

達
成
は
心
許
な
か
っ
た
も
の
の
、
徐
々

に
ス
ピ
ー
ド
も
ア
ッ
プ
さ
れ
、
四
日
は

余
裕
で
あ
っ
た
。

　

四
日
夜
は
、
丹
澤
農
村
青
年
社
の
小

笹
さ
ん
を
迎
え
、
持
参
の
放
牧
豚
で
夕

食
会
が
大
い
に
盛
り
上
が
る
。

　

五
日
は
午
前
中
、
片
付
け
。

昼
か
ら
浅
間
神
社
の
お
祭
り

見
物
に
出
か
け
る
。
参
加
は

現
地
・
山
田
、
東
京
か
ら
佐
藤
・

伊
藤
・
松
本
・
古
屋
・
加
名
義
・

奥
沢
。

六
月
二
四
日

　

岩
佐
・
綿
引
旧
蔵
資
料
の

整
理
（
戸
田
三
三
冬
宅
）
。
富

士
宮
か
ら
山
田
、
東
京
か
ら

古
屋
・
加
名
義
・
飛
矢
崎
・

奥
沢
。
布
留
川
信
さ
ん
の
聞

き
書
き
（
一
九
七
〇
年
代
の

る
と
す
で
に
昼
を
回
っ
て
い
た
。

　

六
月
に
入
る
と
不
如
帰
の
鳴
き
声
も

聞
か
れ
、
爽
や
か
な
初
夏
の
陽
気
に
誘

わ
れ
て
田
貫
湖
へ
。
の
ん
び
り
と
湿
原

を
散
歩
し
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
目
に
入

る
の
が
蕨
。
し
っ
か
り
と
頂
い
て
帰
る

途
中
、
林
道
を
走
っ
て
い
る
と
淡
竹
（
は

ち
く
）
が
採
っ
て
く
れ
と
私
を
誘
う
。

周
囲
を
見
渡
す
と
、
も
み
じ
イ
チ
ゴ
は

オ
レ
ン
ジ
色
に
熟
し
、
桑
の
実
も
白
色

か
ら
赤
色
、
そ
し
て
黒
色
へ
と
甘
く
熟

し
始
め
、
懐
か
し
い
味
を
楽
し
ん
だ
一

日
だ
っ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
ア
ジ
サ
イ
が

色
づ
き
、
雨
の
日
に
は
大
き
な
カ
タ
ツ

ム
リ
が
徘
徊
し
、
春
に
う
る
さ
く
鳴
い

て
い
た
雉
も
子
供
が
出
来
た
よ
う
で
、

龍
さ
ん
に
よ
る
と
、
メ
ス
が
四
、
五
羽

の
雛
を
連
れ
て
走
り
回
っ
て
い
る
ら
し

い
。

　

さ
て
、
肝
心
の
文
献
セ
ン
タ
ー
の
作

業
の
方
は
と
い
え
ば
、
何
だ
か
気
乗
り

が
し
な
い
の
と
、
出
か
け
て
ば
か
り
い

る
の
で
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
報
告
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
Ｂ
―
１

グ
ラ
ン
プ
リ
の
結
果
は
「
富
士
宮
や
き

そ
ば
」
の
二
連
覇
で
し
た
。（

山
田
崇
正
）

テ
ー
プ
）
を
整
理
し
ま
と
め
て
い
く
計

画
を
立
案
。

六
月
三
〇
日
～
七
月
二
日

　

蔵
書
入
力
デ
ー
タ
追
加
の
一
〇
〇
〇

件
ほ
ど
の
現
物
照
合
と
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

作
業
。
七
月
一
日

で
終
了
。
二
日
は

片
付
け
の
後
、
龍
・

山

田
・

奥

沢

で
、

丹
澤
農
青
社
の
富

士
あ
さ
ぎ
り
農
場

を
見
学
。
都
合
よ

５月作業の合間にセンターの前で
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運
営
委
員
会
議
事
録
（
抄
）

四
月
運
営
委
員
会 

 

四
月
二
一
日

○
会
計
報
告
に
つ
い
て

　

会
計
担
当
よ
り
一
般
会
計
と
カ
レ
ン

ダ
ー
の
特
別
会
計
（
途
中
経
過
）
報
告
。

○
セ
ン
タ
ー
通
信
発
行
に
つ
い
て

　

四
月
一
八
日
付
で
「
文
献
セ
ン
タ
ー

通
信
２
号
」
を
発
行
し
た
。

○
ス
イ
ス
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
カ
ン
パ
要
請
に
つ

い
て

　

特
別
に
支
援
カ
ン
パ
を
募
集
す
る
の

で
は
な
く
、
キ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
で
の
収

益
の
一
部
を
渡
す
こ
と
を
メ
イ
ン
に
す

る
方
向
。

○
キ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ

　

会
場
の
関
係
か
ら
人
数
制
限
す
る
方

向
と
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い

て
は
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
つ
く
っ

て
、
そ
こ
で
進
行
さ
せ
る
。
ま
た
、
こ

の
機
会
に
物
販
を
行
う
。
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
の
販
売
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
告
知
、
ま

た
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
販
売
す
る
。

○
交
流
会
（
九
月
／
富
士
宮
）

　

当
初
七
月
に
予
定
し
て
い
た
富
士
宮

で
の
交
流
会
に
つ
い
て
は
、
キ
ネ
マ

フ
ェ
ス
タ
と
か
ぶ
る
の
で
無
理
そ
う
だ

が
、
関
西
方
面
の
人
た
ち
と
の
交
流
の

場
は
や
は
り
設
け
た
い
の
で
、
九
月
以

降
に
改
め
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
。

○
連
続
講
座

　

キ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
が
終
わ
っ
て
か
ら

（
秋
？
）
、
狭
い
意
味
で
の
「
ア
ナ
キ
ズ

ム
」 
で
は
な
く
広
く
ア
ナ
傾
向
の
も
の

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
し
て
い
き
た

い
。
テ
ー
マ
は
例
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
、

パ
ン
ク
、
ネ
オ
ダ
ダ
（
日
本
）
な
ど
。

担
当
希
望
者
に
任
せ
る
こ
と
と
し
た
。

○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

三
月
工
房
に
書
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

年
表
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
用
の
サ
ー
バ
を
置

く
。　

※
す
で
に
、
設
置
済
み
。

○
戦
後
ア
ナ
キ
ズ
ム
年
表
部
会

　

一
九
八
七
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
ア

ナ
系
雑
誌
か
ら
項
目
を
拾
っ
て
い
く
の

は
ど
う
か
。
ま
ず
は
雑
誌
の
洗
い
出
し

か
ら
始
め
る
。
な
お
、
項
目
は
出
典
を

必
ず
明
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

五
月
運
営
委
員
会 

 

五
月
一
九
日

○
富
士
宮
合
宿
（
五
月
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
）
に
つ
い
て
の
報
告

　

和
文
の
単
行
本
に
関
し
て
は
、
入
力

し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
現
物
を
確

認
し
た
う
え
で
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
。
こ
れ
に
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

内
の
デ
ー
タ
と
現
物
が
一
対
一
に
完
全

に
対
応
す
る
。

　

一
六
五
九
冊
の
デ
ー
タ
の
照
合
と
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
が
完
了
。

　

※
デ
ー
タ
入
力
済
で
照
合
作
業
で
残
っ

た
も
の
は
、
七
月
中
に
完
了
し
た
。

○
富
士
宮
交
流
会
に
つ
い
て

　

一
昨
年
よ
り
毎
年
七
月
に
富
士
宮
で

集
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
シ
ネ

マ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
九
月
に

変
更
す
る
。
日
程
は
九
月
一
五
日
～

一
七
日
あ
た
り
と
す
る
。
名
古
屋
な
ど

の
日
程
と
調
整
す
る
。

○
サ
ー
バ

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
効
率
化
の
た

め
、
各
自
宅
Ｐ
Ｃ
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
実
験
が
成
功
。
サ
ー
バ
ソ
フ
ト
（
Ｖ

Ｐ
Ｎ
）
（
約
二
万
円
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
版
、

同
時
接
続
三
人
ま
で
）
の
導
入
を
決
定
。

　

今
後
、
目
録
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
後
ア

ナ
運
動
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
年
表
）
で
も

活
用
す
る
。

○
来
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

　

担
当
を
決
め
た
。
印
刷
所
に
見
積
も

り
、
予
算
二
〇
万
円
く
ら
い
に
な
る
模

様
（
紙
の
残
余
部
分
で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
制
作
）
。
基
本
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
今
年
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　

流
通
は
、
去
年
よ
り
拡
大
さ
せ
て
、

な
る
べ
く
多
く
の
と
こ
ろ
で
扱
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
努
力
す
る
。

　

デ
モ
写
真
の
顔
出
し
に
つ
い
て
は

ル
ー
ル
作
り
を
進
め
る
。

　

材
料
集
め
を
行
う
。
セ
ン
タ
ー
所
蔵

の
素
材
も
（
写
真
や
現
物
も
の
）
。

○
グ
ッ
ズ
制
作

第
三
回
富
士
宮
集
会

九
月
一
五
日
（
土
）
～
一
七
日
（
月
・

祝
日
）
を
予
定
。

　

キ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
タ
『
ア
ナ
ー

キ
ー
』
開
催
準
備
の
た
め
、
七
月

恒
例
の
富
士
宮
集
会
を
九
月
に
行

い
ま
す
。
名
古
屋
・
静
岡
の
墓
前

祭
と
一
部
重
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ

顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作
し
て
、
シ
ネ
マ
イ

ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
。
図
柄
は
ス
ペ
イ

ン
革
命
と
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ

イ
ン
。

　

ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
制
作
販
売
を
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
の
意
見
も
。
例
え
ば
、
ア

ナ
キ
ズ
ム
関
係
の
図
柄
を
多
数
用
意
し

て
、
一
〇
人
を
超
え
る
オ
ー
ダ
ー
が
き

た
ら
製
作
を
す
る
、
な
ど
。

六
月
運
営
委
員
会 

 
 

六
月
一
六
日

○
作
業
日
の
変
更
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
月
に
二
回
集
ま
っ
て

行
っ
て
い
た
作
業(

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関

係
、
撮
影
、
資
料
整
理
な
ど)

を
毎
月

一
回
、
第
一
水
曜
日
に
変
更
す
る
（
開

催
は
必
要
に
応
じ
て
）
。

　

運
営
委
員
会
は
従
来
通
り
、
第
三
土

曜
日
。

○
Ｔ
シ
ャ
ツ
制
作
に
つ
い
て

　

キ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
合
わ
せ

て
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作
、
販
売
す
る
。

「
ス
ペ
イ
ン
」
と
「
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
オ
リ
ジ

ナ
ル
」
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
制
作
す
る
こ

と
と
し
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
、
発
注
す

る
。（
制
作
費
と
し
て
、
既
に
支
払
済
み
）

　

※
ス
ペ
イ
ン
（
黒
地
に
グ
レ
ー
の
図
版
）

　

※
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
黒
地
に
白
の

図
版
） 

（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
「
国
家
も
な
く
、

主
人
も
な
く
、
し
か
し
人
は
い
る
」
の
文
字

を
挿
入
）

○ 

キ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

　

イ
ベ
ン
ト
の
通
し
で
使
え
る
解
説

（
チ
ラ
シ
）
を
制
作
す
る
。

　

当
日
ブ
ー
ス
に
、
文
献
セ
ン
タ
ー
の

入
会
案
内
・
募
集
チ
ラ
シ
を
置
く
。

　

二
〇
〇
八
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
の
告
知

も
同
時
に
行
う
。

○
二
〇
〇
八
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
（
お
よ

び
年
表
）
に
つ
い
て

　

キ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
が
終
わ
り
次
第
、

制
作
を
開
始
す
る
。
た
だ
し
そ
れ
ま
で

に
各
自
、
図
版
候
補
を
考
え
て
お
く
。

（
ア
メ
リ
カ
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
、
ド
イ
ツ

反
Ｇ
８
の
写
真
、
セ
ン
タ
ー
所
蔵
図
版
、

書
庫
写
真
な
ど
な
ど
）

　

ほ
ん
コ
ミ
ニ
ケ
ー
ト
に
サ
ン
プ

ル
（

二

〇

〇

七

年

版

）

を

送

り
、

二
〇
〇
八
年
版
の
取
扱
い
を
依
頼
す
る
。

○
多
部
数
パ
ン
フ
等
の
取
扱
い
に
つ
い

て
（
山
田
さ
ん
よ
り
提
案
）

　

文
献
セ
ン
タ
ー
書
庫
に
、
同
一
の
も

の
が
一
〇
冊
以
上
あ
る
パ
ン
フ
等
は
、

一
〇
冊
は
残
し
、
そ
れ
以
外
は
売
却
等

の
取
扱
い
と
す
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
に
特
別
な
関
心
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
監
督

に
就
任
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
そ
の
発

言
が
紙
上
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
目
に
す
る
機
会
が
多
く

な
っ
た
オ
シ
ム
監
督
の
記
事
、
そ
の
発

言
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
れ
が
な
か
な

か
に
面
白
い
。
同
氏
を
取
り
上
げ
た
連

載
企
画
を
こ
の
半
年
ほ
ど
の
間
に
二
回

も
掲
載
し
た
日
経
新
聞
に
は
、
き
っ
と

肩
入
れ
を
す
る
記
者
が
い
る
の
だ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
。
私
が
興
味
を
覚
え
た

の
も
、
そ
れ
ら
の
記
事
の
お
か
げ
で
あ

る
。
面
白
く
感
じ
て
切
り
抜
い
た
発
言

の
二
、
三
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
、
こ

ん
な
具
合
で
あ
る
。

「
千
葉
の
監
督
（
〇
三
年
）
に
な
っ
て

驚
い
た
こ
と
の
一
つ
が
、
負
け
チ
ー
ム

に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ブ
ー
イ
ン
グ
で
は
な

く
“
次
は
が
ん
ば
れ
”
と
励
ま
す
こ
と

だ
っ
た
。
ど
う
も
こ
の
国
に
は
結
果
だ

け
に
と
ら
わ
れ
な
い
文
化
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
」

「
日
本
に
来
て
サ
ッ
カ
ー
観
が
変
わ
っ

た
。
…
…
日
本
に
感
化
さ
れ
、
同
化
し

「
私
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
」
と
オ
シ
ム
は
語
っ
た

た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は

皆
さ
ん
も
つ
ま
ら
な
い
し
、
私
が
監
督

を
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
。
と
も
に
働

き
な
が
ら
、
日
本
人
の
面
白
さ
に
感
じ

入
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
日
本
は
経
済
も
生
活
の
質
も
い
ろ
ん

な
面
で
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が
、

本
当
は
資
源
に
乏
し
い
島
国
で
一1

億

を
超
す
人
が
暮
ら
す
こ
と
自
体
が
大
変

な
リ
ス
ク
の
は
ず
。
な
の
に
、
そ
れ
を

リ
ス
ク
と
感
じ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

る
の
は
な
ぜ
？
」

　

一
つ
に
は
鋭
い
観
察
が
あ
り
、
そ
れ

が
独
自
の
視
点
と
着
想
を
生
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
可
能
と
し
て
い
る
の
は
、

自
ら
の
目
で
見
、
頭
で
考
え
る
知
的
手

法
の
持
ち
主
で
あ
り
、
背
後
に
多
く
の

思
考
の
蓄
積
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
外
交
辞
令
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

異
質
な
も
の
に
対
し
て
率
直
な
関
心
を

持
ち
、
異
質
な
も
の
へ
の
敬
意
が
あ
る
。

そ
の
敬
意
は
事
柄
の
正
負
を
見
分
け
つ

つ
、
プ
ラ
ス
の
側
面
に
注
目
し
て
そ
こ

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る

姿
勢
に
読
み
取
れ
る
。
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ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
通
信

第
３
号

発　

行
／
二
〇
〇
七
年
七
月
一
八
日

発
行
所
／
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン

タ
ー

編　

集
／
運
営
委
員
会

連
絡
先
／
東
京
都
新
宿
区
新
宿

　

１
の
30
の
12　
　

三
月
工
房
気
付

郵
便
振
替
口
座

 

０
０
８
５
０
―
３
―
３
０
０
１
０

 

口
座
名　
　

Ａ
文
献
セ
ン
タ
ー

Ｅ
メ
ー
ル
／i

n
f
o
@
c
i
r
a
-
j
a
p
a
n
a
.

net定
価
／
一
部
一
〇
〇
円

　

そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
知
識
を
得
て

い
た
時
に
、
友
人
が
付
箋
を
つ
け
た
一

冊
の
本
を
貸
し
て
く
れ
た
（
『
オ
シ
ム

が
語
る
』
〇
六
年
、
集
英
社
）
。
そ
の

付
箋
箇
所
の
見
出
し
が
「
私
は
ア
ナ
ー

キ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
答
え
て
曰
く
。

「
私
が
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
自
分
で

も
納
得
で
き
る
生
活
を
実
践
し
よ
う
と

い
う
こ
と
だ
。
民
主
主
義
は
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

生
活
で
実
践
す
る
も
の
だ
。
私
は
多
文

化
の
暮
ら
し
を
実
践
し
た
い
。
信
念
を

持
っ
て
、
心
か
ら
そ
う
思
う
」

―
―
そ
れ
で
は
、
監
督
の
考
え
方
、
生

き
方
を
一
言
で
言
う
と
？

「
私
が
実
践
し
て
い
る
の
は
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
だ
よ
」

【
寄
贈
書
】

■
久
保
田
一
氏
よ
り

・
藤
枝
文
学
舎
ニ
ュ
ー
ス
59
・
60
号
、

久
保
田
さ
ん
は
同
誌
に
「
小
野
庵
保

蔵
私
論
」
を
連
載
中
。

■
川
口
秀
彦
氏
よ
り

・
社
会
運
動
通
信
（
日
刊
、
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
、
８
頁
、
日
本
社
会
運
動
通

信
社
）
５
１
１
号
（
１
９
３
１
年
６

月
27
日
）
～
５
３
８
号
（
同
７
月
29

日
）
の
中
の
15
号
分
（
欠
落
・
破
損

あ
り
）

■
白
仁
成
昭
氏
よ
り

・
高
木
顕
明
述
『
日
蓮
宗
非
仏
教
』（
法

蔵
館
、
明
治
27
年
、
国
会
図
書
館
蔵

の
コ
ピ
ー
）

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー

会
員
を
募
集
！

　

二
〇
〇
六
年
三
月
の
京
都
集
会
、

七
月
の
第
二
回
富
士
宮
集
会
を
経

て
、
〇
五
年
来
取
り
組
ん
で
き
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
を
一
時
期
棚
上

げ
に
し
、
文
献
セ
ン
タ
ー
の
活
動

の
実
質
化
を
図
る
べ
く
、
当
面
は

会
員
制
の
も
と
で
活
動
・
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

文
献
セ
ン
タ
ー
会
員
へ
の
参
加

を
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
積
極
的
な
る
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
会
費
は
年
間
一
口

一
〇
〇
〇
円
と
し
て
い
ま
す
が
、

可
能
で
あ
れ
ば
複
数
口
で
お
願
い

し
ま
す
。

「
無
一
物
中
無
盡
藏
」

右
の
色
紙
は
、
唐
沢
隆
三
氏
か
ら
寄
贈

を
受
け
た
、
植
村
諦
さ
ん
の
筆
に
よ
る

も
の
で
す
。
一
九
五
七
年
一
〇
月
の
日

　

オ
シ
ム
の
目
は
笑
っ
て
い
る
。

「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
い
う
の
も
、
ひ
と

つ
の
党
派
だ
よ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
最

高
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
も
し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
実
践
は
む
ず
か
し
い
が
ね

…
…
」

「
自
分
で
も
納
得
で
き
る
生
活
を
実
践
」

す
る
こ
と
、
そ
こ
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
冠

す
る
以
上
、
発
言
は
単
な
る
意
表
を
つ

く
思
い
つ
き
や
戯
れ
言
で
は
な
い
。

　
　

（
奥
沢
）

付
が
裏
面
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
解
説
】

　

無
一
物
中
無
盡
藏

　

有
花
有
月
有
樓
臺

と
い
ふ
対
句
の
前
半
で
す
。

誰
に
尋
ね
て
も
、
こ
の
句
は
蘇
東
坡
の

作
と
答
へ
る
筈
で
す
が
、
さ
て
、
ど
こ

に
書
か
れ
て
あ
る
の
か
、
東
坡
全
集
も

持
つ
て
ゐ
る
の
で
す
が
、
さ
つ
ぱ
り
判

り
ま
せ
ん
。
（
白
仁
）


